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言
語
学
で
は
語
彙
の
定
義
が
い
く
つ
か
あ
る
。
そ
の
一
つ
が
、
あ
る
特
定
の
分
野

で
用
い
ら
れ
て
い
る
語
の
総
体
、
つ
ま
り
専
門
用
語
で
あ
る
。
我
々
の
場
合
、
こ
の

特
定
の
分
野
と
は
、
海
軍
の
職
務
で
あ
り
、
専
門
性
と
明
白
な
特
質
を
持
つ
。
海
軍

任
務
に
携
わ
る
人
々
が
用
い
る
こ
の
専
門
用
語
は
、
日
々
の
職
業
的
語
彙
、
さ
ま
ざ

ま
な
便
覧
、
公
的
文
書
、
文
献
の
中
で
、
実
際
に
用
ら
れ
て
い
る
。

ロ
シ
ア
の
歴
史
に
お
い
て
、
海
軍
の
役
割
と
意
義
は
、
国
家
の
発
展
と
安
全
の
確

保
の
た
め
に
極
め
て
重
要
で
あ
っ
た
。
祖
国
の
海
軍
の
創
立
と
発
展
の
途
に
お
い

て
、
ロ
シ
ア
語
語
彙
は
、
海
軍
専
門
用
語
に
満
ち
て
い
る
。
そ
の
語
彙
は
、
海
軍
形

二
〇
一
二
年
五
月
二
一
日
、
ロ
シ
ア
・
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
市
か
ら
、
ロ
シ
ア
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
東
洋
古
籍
文
献
研
究
所
ワ
ジ
ム
・
ク
リ
モ
フ
上
級
研
究
員
、
ロ
シ
ア
国
立
歴
史
文
書
館
ア
レ
ク

サ
ン
ド
ル
・
ソ
コ
ロ
フ
館
長
、
ロ
シ
ア
国
立
海
軍
文
書
館
セ
ル
ゲ
イ
・
チ
ェ
ル
ニ
ャ
フ
ス
キ
ー
館
長
を
む
か
え
、
日
露
関
係
史
料
を
め
ぐ
る
国
際
研
究
集
会
を
、
史
料
編
纂
所
と
日
本
学
士
院
（
国
際
学

士
院
連
合
関
連
＝
日
本
関
係
在
外
未
刊
行
史
料
調
査
事
業
の
一
環
）
の
共
催
に
よ
り
開
催
し
た
。

通
算
十
二
回
目
と
な
る
こ
の
研
究
集
会
で
は
、
以
下
の
三
報
告
が
あ
っ
た
。
第
一
報
告
は
、
ロ
シ
ア
国
立
海
軍
文
書
館
セ
ル
ゲ
イ
・
チ
ェ
ル
ニ
ャ
フ
ス
キ
ー
館
長
「
ロ
シ
ア
国
立
海
軍
文
書
館
史
料
に

み
ら
れ
る
海
軍
専
門
用
語
に
つ
い
て
」
で
あ
る
。
報
告
に
は
詳
細
な
海
軍
用
語
集
が
添
付
さ
れ
、
世
界
的
に
見
て
、
遅
れ
て
創
設
さ
れ
た
ロ
シ
ア
海
軍
が
さ
ま
ざ
ま
な
外
来
の
術
語
を
取
り
入
れ
て
い
っ

た
こ
と
が
紹
介
さ
れ
た
。
さ
ら
に
十
九
世
紀
当
時
の
航
海
日
誌
の
様
式
と
そ
の
変
化
に
つ
い
て
追
加
報
告
（
本
稿
未
収
録
）
が
あ
っ
た
。
第
二
報
告
は
ロ
シ
ア
国
立
歴
史
文
書
館
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
・
ソ

コ
ロ
フ
館
長
に
よ
る
「
ヤ
ル
ト
ロ
フ
ス
ク
市
保
存
フ
ォ
ン
ド
保
管
セ
ン
タ
ー
か
ら
返
還
さ
れ
た
ロ
シ
ア
国
立
歴
史
文
書
館
史
料
に
つ
い
て
」
で
あ
る
。
核
戦
争
の
危
機
に
あ
っ
た
一
九
六
〇
年
代
末
、
当

時
の
ソ
連
は
国
内
の
文
書
館
が
所
蔵
す
る
貴
重
史
料
の
一
部
を
シ
ベ
リ
ア
へ
疎
開
さ
せ
た
。
こ
れ
が
近
年
原
蔵
館
に
復
帰
し
て
お
り
、
歴
史
文
書
館
で
は
元
老
院
文
書
を
中
心
に
書
架
に
換
算
し
て
四
・

三
㎞
分
の
史
料
群
が
戻
っ
て
き
た
と
い
う
。
報
告
は
「
唯
一
無
二
」
の
貴
重
な
原
本
史
料
の
内
容
を
紹
介
し
、
そ
の
活
用
に
よ
る
可
能
性
を
示
す
も
の
に
な
っ
た
。
第
三
報
告
は
、
ロ
シ
ア
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー

東
洋
古
籍
文
献
研
究
所
ワ
ジ
ム
・
ク
リ
モ
フ
上
級
研
究
員
か
ら
「
一
八
六
二
年
の
日
本
使
節
団
―
ド
イ
ツ
か
ら
ロ
シ
ア
へ
の
旅
」
と
題
し
、
現
地
の
史
料
を
用
い
、
文
久
期
の
竹
内
使
節
団
が
ド
イ
ツ
、

ベ
ル
リ
ン
か
ら
海
路
ク
ロ
ン
シ
ュ
タ
ッ
ト
を
へ
て
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
へ
到
達
す
る
道
筋
を
詳
細
に
明
ら
か
に
し
た
。
荒
れ
る
バ
ル
ト
海
で
使
節
が
口
に
し
た
の
は
日
本
か
ら
持
参
し
た
米
を
炊
い

た
秘
伝
の
お
か
ゆ
だ
っ
た
と
い
う
。
以
下
、
こ
の
三
報
告
を
掲
載
す
る
。

最
後
に
、
研
究
集
会
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
ワ
ジ
ム
・
ク
リ
モ
フ
研
究
員
か
ら
多
大
な
る
ご
尽
力
を
た
ま
わ
っ
た
こ
と
を
付
記
し
て
謝
辞
に
か
え
た
い
。

�

（
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
代
表
／
保
谷　

徹
）

ロ
シ
ア
国
立
海
軍
文
書
館
史
料
に
み
ら
れ
る
海
軍
専
門
用
語
に
つ
い
て）

1
（

セ
ル
ゲ
イ
・
チ
ェ
ル
ニ
ャ
フ
ス
キ
ー

日
露
関
係
史
料
を
め
ぐ
る
国
際
研
究
集
会
（
二
〇
一
二
年
）
報
告
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成
史
そ
の
も
の
は
も
ち
ろ
ん
、
海
洋
、
航
海
、
造
船
、
海
洋
と
関
連
す
る
人
間
の
活

動
全
般
に
関
す
る
専
門
的
な
知
識
を
も
反
映
し
て
い
る
。

専
門
家
に
よ
る
と
、
ロ
シ
ア
海
軍
専
門
用
語
の
発
達
は
、
以
下
の
四
期
に
分
け
ら

れ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

一
．
一
〇
～
一
六
世
紀　

ロ
シ
ア
語
と
若
干
の
借
用
外
国
語
を
基
礎
と
し
軍
事
専

門
用
語
が
形
成
さ
れ
る
。

二
．
一
七
～
一
八
世
紀　

海
軍
専
門
用
語
の
術
語
大
系
の
基
礎
が
形
成
さ
れ
る
。

三
．
一
九
世
紀
～
二
〇
世
紀
前
半　

新
海
軍
力
と
新
軍
事
手
段
の
出
現
と
発
達
に

よ
り
術
語
大
系
が
拡
大
さ
れ
る
。

四
．
二
〇
世
紀
半
～
二
一
世
紀
初　

近
代
的
要
求
に
応
じ
海
軍
用
語
が
近
代
化
さ

れ
る
。

海
軍
専
門
用
語
は
以
下
の
よ
う
に
分
類
さ
れ
る
。

一
．
船
舶
の
名
称
と
分
類
。

二
．
船
舶
艤
装
、
造
船
、
船
舶
技
術
。

三
．
海
軍
の
職
階
、
階
級
、
職
務
。

四
．
文
書
名
。

五
．
船
員
活
動
の
様
相
。

六
．
海
軍
の
日
常
生
活
の
名
称
、
慣
習
・
習
慣
の
言
い
方
。

海
軍
専
門
用
語
の
特
殊
な
も
の
と
し
て
は
、
命
令
、
合
図
、
標
語
が
あ
る
。

最
初
の
航
行
手
段
を
い
か
だ
と
し
、
後
に
は
、
一
本
の
木
を
く
り
ぬ
い
て
作
っ
た

丸
木
舟
を
勘
定
に
入
れ
れ
ば
、
ロ
シ
ア
の
造
船
の
歴
史
は
少
な
く
と
も
六
千
年
は
遡

る
と
思
わ
れ
る
。
ス
ラ
ヴ
民
族
の
分
化
は
、
河
川
や
湖
に
沿
っ
て
進
行
し
た
が
、
そ

う
い
っ
た
こ
と
が
交
易
に
は
最
適
と
理
解
さ
れ
た
た
め
で
、
そ
れ
故
、
造
船
も
ま
た

発
達
し
た
の
で
あ
る
。

造
船
経
験
と
船
舶
の
利
用
が
増
加
す
る
に
し
た
が
っ
て
、
海
運
業
の
特
質
を
有
す

る
海
軍
専
門
用
語
も
形
成
さ
れ
始
め
る
。
初
期
に
お
い
て
、
海
軍
用
語
は
、
造
船
が

為
さ
れ
た
現
場
で
あ
る
古
代
ロ
シ
ア
の
言
語
を
基
礎
と
し
て
形
成
さ
れ
た
。
例
え

ば
、
海
軍
用
語
の
一
つ
で
あ
る«корабль»

（ship,�

船
）
と
い
う
言
葉
は
、
ロ
シ
ア

国
立
海
軍
文
書
館
文
書
に
し
ば
し
ば
登
場
す
る
が
、
祖
国
、
ス
ラ
ヴ
語
起
源
で
あ
る
。

疑
い
な
く
、
祖
国
語
起
源
で
あ
る
語
に
は
、«челн»

、«челнок»

（canoe,�

丸
木
舟
）

も
含
ま
れ
、
こ
れ
は
、
普
通
、
マ
ス
ト
が
一
本
で
、
小
さ
く
、
通
常
、
く
り
ぬ
か
れ
、

あ
る
い
は
、
張
り
合
わ
さ
れ
た
、
キ
ー
ル
が
な
い
小
船
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
ロ
シ

ア
で
は
、
樫
製
で
、
キ
ー
ル
が
あ
り
、
長
さ
一
六
メ
ー
ト
ル
、
幅
四
、
五
メ
ー
ト
ル

の
大
型
の
丸
木
舟
も
造
ら
れ
て
い
る
。

北
方
、
シ
ベ
リ
ア
の
狩
猟
業
者
た
ち
の
使
用
す
る
帆
掛
舟
で
あ
る«коч»

に
も
同

じ
こ
と
が
言
え
る
。«коч»

は
、
マ
ス
ト
が
一
本
、
場
合
に
よ
っ
て
は
二
本
、
帆
が

一
枚
、
帆
と
手
漕
ぎ
併
用
の
木
製
の
船
で
、
一
一
～
一
九
世
紀
の
間
使
用
さ
れ
て
い

る
。«коч»

は
初
期
は
金
属
を
使
わ
ず
に
造
ら
れ
て
い
る
。
マ
ス
ト
が
あ
り
、
舵
に

は
屋
根
が
付
き
、
櫂
が
複
数
あ
る
。
こ
の
舟
の
船
体
は
氷
の
圧
力
に
抵
抗
す
る
こ
と

が
で
き
る
。«коч»

と
い
う
言
葉
は
、«коца»

、
つ
ま
り
、
氷
の
外
套
を
意
味
す
る
。

す
な
わ
ち
、
氷
で
覆
わ
れ
て
い
る
舟
、
と
い
う
意
味
で
あ
る
。«коч»

は
北
方
ロ
シ

ア
と
シ
ベ
リ
ア
で
広
く
使
わ
れ
て
お
り
、
古
く
は
、
海
辺
で
造
ら
れ
た
。

バ
ル
ト
海
、
ラ
ド
ガ
湖
で
は
、
小
型
の
二
本
マ
ス
ト
、
帆
、
手
漕
ぎ
併
用
の
船
が

造
ら
れ
、«сойма»

と
呼
ば
れ
た
。
長
さ
は
一
二
メ
ー
ト
ル
以
下
、
排
水
量
は
一
五

ト
ン
以
下
で
あ
る
。
同
様
の
船
は
、
荷
物
運
搬
の
た
め
に
、
ほ
と
ん
ど
二
〇
世
紀
初

頭
ま
で
使
わ
れ
た
。

故
国
の
造
船
、
航
海
の
歴
史
の
初
期
に
、
船
の
名
を
除
き
、
船
の
索
具
、
海
戦
の

遂
行
方
法
、
武
器
の
名
称
、
武
装
艦
船
を
象
徴
す
る
名
称
等
の
特
性
を
持
つ
言
葉
が

出
現
し
た
。
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後
に
な
る
と
、
ロ
シ
ア
の
船
大
工
や
船
員
た
ち
は
、
造
船
用
語
や
航
海
技
能
を
外

国
か
ら
移
入
す
る
よ
う
に
な
る
。

例
え
ば
、
ビ
ザ
ン
チ
ン
帝
国
の
ギ
リ
シ
ア
人
か
ら
、
ロ
シ
ア
語
に
専
門
用
語
が

入
っ
て
く
る
。
ギ
リ
シ
ア
語
起
源
の
も
の
で
、
ロ
シ
ア
海
軍
で
使
わ
れ
て
い
る
専
門

用
語
は
、фонарь
（lam

p,�
lantern,�

提
灯
、
街
灯
）、климат

（clim
ate,�

気
象
）、

магнит

（m
agnet,�

磁
石
）、хронограф

（chronograph,�

ク
ロ
ノ
グ
ラ
フ
）、

тетрадь

（notebook,�

ノ
ー
ト
）、планета

（planet,�

惑
星
、
地
球
）、металл

（m
etal,�

金
属
）、история

（history,�
歴
史
）、математика

（m
athem

atics,�

数
学
）
等
で

あ
る
。

ラ
テ
ン
語
は
ロ
シ
ア
語
の
語
彙
形
成
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
が
、
海
軍

専
門
用
語
に
も
同
様
で
あ
り
、
ラ
テ
ン
語
か
ら
海
軍
に
は
、
作
戦
や
探
検
の
言
葉
が

入
っ
た
。

ス
カ
ン
ジ
ナ
ビ
ア
の
諸
言
語
、
す
な
わ
ち
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
語
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
語

か
ら
ロ
シ
ア
の
船
員
が
借
用
し
た
言
葉
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

ш
херы

（skerry,�

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
海
岸
の
呼
び
名
）（
海
岸

近
く
や
湖
の
小
さ
な
岩
島
の
こ
と
で
、
岸
壁
が
切
り
立
っ
て
入
り
組
ん
で
お
り
、
そ

の
た
め
航
行
に
と
り
危
険
）、якорь

（anchor,�

碇
）、крю

к

（hook,�
鉤
、
フ
ッ
ク
、

釣
針
）、багор

（hook,  fishhook, harpoon=
гарпун, 

も
り
、
釣
竿
）。

フ
ィ
ン
、
ウ
ゴ
ー
ル
語
か
ら
は
、
魚
の
名
、
た
と
え
ば
、сиг

（w
hitefish,�

ウ
ス
リ
ー

白
鮭
）、семга

（salm
on,�

鮭
科
）、салака

（sprat,�

鰊
科
の
一
つ
）、сельдь

（herring,�

鰊
）、акула

（shark,�

サ
メ
科
）
等
が
入
っ
た
。

ゲ
ル
マ
ン
系
言
語
か
ら
は
、броня

（arm
or,�

甲
冑
、
装
甲
）、котел

（boiler,�

ボ
イ
ラ
ー
、
釜
、
機
関
）
等
が
入
る
。

チ
ュ
ル
ク
系
言
語
【
ト
ル
コ
、
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
、
ウ
ズ
ベ
ク
、
カ
ザ
フ
、
キ

ル
ギ
ス
、
バ
シ
キ
ー
ル
他
、
ト
ル
コ
系
諸
民
族
の
言
語
の
総
称
】
か
ら
は
、
衛
兵
、

哨
兵
の
単
語
が
入
っ
た
。

一
六
～
一
七
世
紀
、
ロ
シ
ア
語
海
軍
専
門
用
語
に
対
す
る
欧
米
語
の
影
響
は
、
強

ま
っ
た
。
特
に
、
こ
の
傾
向
が
顕
著
に
な
っ
た
の
が
、
ピ
ョ
ー
ト
ル
大
帝
治
世
下
で

あ
る
。
ピ
ョ
ー
ト
ル
の
時
代
は
、
我
が
国
の
生
活
、
国
家
諸
活
動
、
す
べ
て
の
分
野

で
、
一
連
の
根
本
的
改
革
と
革
新
が
行
わ
れ
た
と
い
う
特
徴
を
持
つ
。

ピ
ョ
ー
ト
ル
大
帝
（
一
六
七
二
─
一
七
二
五
）
は
、
自
己
の
治
世
の
そ
も
そ
も
最

初
か
ら
、
誰
よ
り
も
早
く
、
ロ
シ
ア
の
発
展
の
成
功
に
は
、
海
へ
の
出
口
の
確
保
が

必
要
で
あ
り
、
そ
の
中
で
も
、
ま
ず
、
黒
海
と
バ
ル
ト
海
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
た
。

こ
の
こ
と
は
、
欧
米
諸
国
と
の
結
び
つ
き
を
強
め
る
結
果
と
な
り
、
海
外
交
易
を
も

活
気
付
け
る
こ
と
に
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。

当
時
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
ロ
シ
ア
で
唯
一
の
港
で
あ
る
ア
ル
ハ
ン
ゲ
リ
ス
ク
港
は
、
中

央
か
ら
遠
く
、
道
路
が
な
か
っ
た
た
め
、
必
要
事
項
で
あ
る
、
こ
の
重
要
な
課
題
の

解
決
が
で
き
な
か
っ
た
。
ま
さ
に
こ
れ
ら
の
状
況
こ
そ
が
、
一
六
九
六
年
に
ロ
シ
ア

の
正
規
海
軍
が
創
ら
れ
る
こ
と
を
運
命
づ
け
る
。
そ
の
ロ
シ
ア
海
軍
は
、
最
初
は
ト

ル
コ
、
後
に
は
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
と
激
し
く
戦
う
中
で
、
海
へ
の
出
口
を
確
保
し
、

制
海
権
を
確
立
し
た
。

我
が
国
に
正
規
の
ロ
シ
ア
海
軍
が
創
設
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
新
し
い
海
軍
専
門

用
語
も
、
当
時
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
諸
言
語
か
ら
、
突
然
大
量
に
、
借
用
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
海
軍
を
創
設
す
る
と
と
も
に
、
ピ
ョ
ー
ト
ル
一
世
は
、
外
国
か
ら
た
く

さ
ん
の
専
門
家
を
招
聘
す
る
。
そ
れ
ら
は
、
イ
ギ
リ
ス
人
、
オ
ラ
ン
ダ
人
、
デ
ン
マ
ー

ク
人
、
フ
ラ
ン
ス
人
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
人
、
そ
の
他
当
代
の
海
軍
大
国
の
人
間
で
あ
る
。

そ
し
て
、
そ
の
専
門
家
た
ち
は
、
自
身
の
造
船
技
術
や
海
戦
の
経
験
ば
か
り
で
な
く
、

た
く
さ
ん
の
海
軍
の
伝
統
、
さ
ら
に
は
、
あ
る
程
度
、
も
は
や
、
国
際
語
に
な
っ
て

い
た
、
海
軍
専
門
用
語
を
持
ち
込
ん
だ
。

ロ
シ
ア
海
軍
に
入
っ
た
外
国
借
用
語
の
量
は
極
め
て
多
い
が
、
こ
の
こ
と
は
、
当

時
の
我
が
国
の
海
軍
が
、
重
大
で
強
固
な
伝
統
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
た
め
に
起
き

た
も
の
で
、
ま
っ
た
く
驚
く
に
当
ら
な
い
。
同
時
に
、
海
軍
の
発
達
は
、
新
し
い
専
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門
用
語
、
新
し
い
表
現
で
あ
ふ
れ
た
、
大
量
の
記
録
文
書
、
操
典
、
訓
令
、
法
典
を

生
み
出
し
、
そ
れ
ら
は
、
実
質
的
に
、
か
つ
て
、
使
わ
れ
た
言
葉
や
表
現
に
と
っ
て

代
わ
ら
れ
て
い
っ
た
。

ロ
シ
ア
語
に
大
量
に
外
国
語
が
流
入
し
た
こ
と
に
よ
り
、
外
国
語
起
源
の
語
彙
の

専
門
辞
典
の
編
纂
が
必
要
と
な
っ
た
。
そ
れ
ら
の
内
、
最
初
の
辞
典
は
、
ピ
ョ
ー
ト

ル
一
世
自
身
の
参
画
の
下
に
編
纂
さ
れ
、«Л

ексикон вокабулам новы
м по 

алфавиту»

（『
新
専
門
用
語
辞
典
』）
と
名
づ
け
ら
れ
た
。
ピ
ョ
ー
ト
ル
は
、
原
稿

の
余
白
に
自
己
の
註
記
と
解
説
を
付
け
て
い
る
。
こ
の
専
門
用
語
辞
典
は
、
極
め
て
、

内
容
が
多
岐
に
渉
り
、
そ
の
中
に
は
、
海
軍
専
門
用
語
が
含
ま
れ
る
。
皇
帝
は

«адмиральство»

（
海
軍
省
）
と
い
う
言
葉
に
、
次
の
よ
う
な
解
説
を
し
て
い
る
。

«собрание правителей и учредителей флота»

「
海
軍
の
総
統
制
官
庁
」。

«баталия»

（battle,�

戦
闘
）
と
い
う
語
に
は«бой, сраж

ение, битва»

（
三
語
と

も
す
べ
て
「battle,�

戦
闘
」
を
意
味
す
る
語
）
と
解
説
が
付
け
ら
れ
て
い
る
が
、
後

者
二
個
の
言
葉
に
は
、
下
線
が
引
か
れ
、「
百
人
以
下
」
と
付
け
加
え
ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
外
国
借
用
語
、
な
か
ん
ず
く
海
軍
専
門
用
語
に
は
、
ロ
シ
ア

語
の
中
に
類
似
の
語
彙
が
な
い
。
実
は
、
ま
さ
に
こ
の
こ
と
が
、
大
量
の
借
用
語
を

生
む
こ
と
に
な
っ
た
主
た
る
原
因
で
あ
る
。

«флот»

（fleet,�

海
軍
、
艦
隊
、
船
隊
）
と
い
う
言
葉
そ
れ
自
体
も
フ
ラ
ン
ス
語

か
ら
借
用
さ
れ
た
も
の
で
、
ピ
ョ
ー
ト
ル
自
身
の
手
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
ロ
シ
ア
海

軍
の
海
軍
法
典
に
は
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。「«флот»

と
は
、
航
海
中
、

停
泊
中
い
か
ん
に
か
か
わ
ら
ず
、
ま
た
、
軍
艦
、
商
船
を
問
わ
ず
、
船
舶
の
集
合
体

で
あ
る
」、
さ
ら
に
は
「
人
員
の
階
級
職
階
は
船
舶
の
ラ
ン
ク
に
よ
る
」
と
続
く
。

こ
の
四
三
個
の
職
階
の
内
二
五
個
が
外
国
語
起
源
の
名
称
を
持
つ
。

海
軍
用
語
の
内
、
フ
ラ
ン
ス
語
か
ら
ロ
シ
ア
語
に
入
っ
た
も
の
は
、
文
書
史
料
に

し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
が
、
以
下
の
通
り
。

авангард

（avant-garde,�
advanced�

guard,�

ア
バ
ン
ギ
ャ
ル
ト
、
前
衛
）、

артиллерия

（artillery,�

大
砲
、
砲
兵
隊
、
砲
術
）、атака

（attack,�

攻
撃
、
急
襲
）、

капитан

（captain,�

カ
ピ
タ
ン
、
船
長
、
艦
長
、
陸
軍
大
尉
、
海
軍
大
佐
、
海
軍
中

佐
、
海
軍
少
佐
）、лейтенант

（lieutenant,�

海
軍
大
尉
、
海
軍
中
尉
、
陸
軍
中
尉
、

陸
軍
少
尉
）、салю

т

（salute,�

サ
リ
ュ
ー
ト
、
礼
砲
、
軍
旗
掲
揚
、
捧
げ
銃
等
に
よ

る
敬
礼
、
表
敬
）、десант

（landing, landing force,�

上
陸
、
上
陸
部
隊
、
降
下
部
隊
）、

эскадра

（squadron,�

艦
隊
、
分
遣
隊
）、рандеву

（rendezvous,�

ラ
ン
デ
ヴ
ー
、

船
の
合
流
点
、
会
合
点
）、мортира

（m
ortar,�

臼
砲
、
曲
射
砲
）、пароль

（passw
ord,�

countersign,�

合
言
葉
、
暗
号
）。

ド
イ
ツ
語
か
ら
入
っ
た
言
葉
は
以
下
の
通
り
。

командир

（com
m

ander,�

指
揮
官
、
司
令
官
、
艦
長
、
隊
長
）、ш

таб

（staff,�

司
令
部
、
参
謀
本
部
、
参
謀
、
幕
僚
）、лафет

（gun�
carriage,�

砲
架
）、патрон

（cartridge,�

弾
薬
筒
、
薬
莢
、
薬
包
、
実
包
）、патронташ

（bandolier,�

弾
薬
帯
）、

вахта

（w
atch,�

当
直
）、гауптвахта

（guardroom
,� guardhouse,�

営
倉
、
衛
兵
所
）、

цейхгауз

（storeroom
,�

兵
器
庫
、
軍
需
品
倉
庫
）、ш

турм

（assault,�

強
襲
、
襲
撃
、

征
服
）

オ
ラ
ン
ダ
語
か
ら
ロ
シ
ア
語
に
入
っ
た
言
葉
も
多
く
見
ら
れ
、
そ
れ
は
以
下
の
通

り
。

балласт

（ballast,�

バ
ラ
ス
ト
）、гавань

（harbor,�

港
、
港
湾
）、верфь

（dockyard,�
shipyard,�

造
船
所
）、вы

мпел

（pennant,�

軍
艦
旗
、
細
長
く
先
端
が
二
股
に
分
か

れ
た
国
籍
等
を
示
す
旗
）、койка

（cot,�

ハ
ン
モ
ッ
ク
、
船
舶
の
寝
棚
）、киль

（keel,�

キ
ー
ル
）、каю

та
（cabin,�

キ
ャ
ビ
ン
、
船
室
）、катер

（launch,�

ラ
ン
チ
、
小
型

船
艇
）、дрейф
（drift,� leew

ay,�

流
程
、
航
差
、
風
圧
角
、
漂
流
、
帆
船
の
浮
流
、

浮
遊
）、матрос

（sailor,�
マ
ト
ロ
ス
、
船
員
）、лоцман

（pilot,�

パ
イ
ロ
ッ
ト
、
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水
先
案
内
人
）、рейд

（raid,� roads,� roadstead,�

急
襲
、
奇
襲
、
錨
地
、
停
泊
地
）、

рея
（yard,�

ヤ
ー
ド
、
帆
桁
）、руль

（rudder,� helm
,� w

heel,� control,�

舵
）、трап

（ladder,�
タ
ラ
ッ
プ
、
梯
子
、
階
段
）、флаг

（flag,�

旗
）、фарватер

（fairw
ay,�

channel,�

航
路
、
水
脈
、
水
路
）、штурман

（navigator,�

航
海
士
、
舵
手
、
操
舵
手
）、

ш
кипер

（
商
船
長
、
漁
船
長
。
掌
帆
長
、
甲
板
長=

boatsw
ain

）、ш
лю

пка

（boat,�

ボ
ー
ト
、
船
、
小
船
）、яхта
（yacht,

ヨ
ッ
ト
）
等
々
多
数
。

英
語
か
ら
ロ
シ
ア
語
に
入
っ
た
海
軍
専
門
用
語
は
、
以
下
の
通
り
。

бот

（boat,�

ボ
ー
ト
、
船
）、бриг
（brig,�

ブ
リ
ッ
ク
艦
、
ブ
リ
ッ
ク
船
）、

барж
а

（barge,�

艀
船
、
荷
船
、
傳
馬
船
）、док
（dock,�

ド
ッ
ク
、
船
渠
、
造
船
所
、

海
軍
工
廠
）、ш

хуна

（schooner,�

ス
ク
ー
ナ
ー
艦
、
ス
ク
ー
ナ
ー
船
）、мичман

（w
arrant� officer,� second� sublieutenant,�

ミ
チ
マ
ン
、
海
軍
少
尉
）
等
々
。

ロ
シ
ア
の
軍
事
用
語
に
は
、
わ
ず
か
だ
が
、
イ
タ
リ
ア
語
の
影
響
も
見
ら
れ
、

арсенал

（arsenal,�

造
兵
廠
、
兵
器
庫
）、бастион

（bastion,�
稜
堡
）
等
が
あ
る
。

こ
の
外
国
借
用
語
の
一
覧
列
挙
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
完
成
し
た
も
の
で
は
な
く
、

問
題
が
全
然
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
長
年
に
渉
り
蓄
積
さ
れ
て
き
た
海
軍
専
門
用

語
の
特
質
を
明
示
し
て
い
る
。
こ
の
海
軍
専
門
用
語
の
一
覧
と
解
説
は
、
添
付
で
報

告
す
る
こ
と
に
す
る
。

ロ
シ
ア
で
働
い
て
い
た
、
あ
る
い
は
、
ロ
シ
ア
海
軍
に
勤
務
し
て
い
た
、
外
国
の

専
門
家
集
団
の
言
葉
に
は
、
職
人
と
海
員
た
ち
の
職
業
的
専
門
用
語
に
移
行
し
た
も

の
が
少
な
か
ら
ず
あ
る
が
、
ご
く
一
般
的
で
、
標
準
的
な
ロ
シ
ア
語
に
な
っ
た
も
の

も
あ
る
。
広
く
知
ら
れ
て
い
る«аврал»

（
総
員
上
甲
板
、
総
員
作
業
）
と
い
う
専

門
用
語
は
、
英
語
を
起
源
と
す
る
語
で
、«over»

と«all»

と
い
う
言
葉
か
ら
来
て

い
る
。
す
な
わ
ち«все наверх!»

（「
総
員
甲
板
へ
上
が
れ
ッ
」）
と
い
う
意
味
の

命
令
語
で
あ
る
。
し
ば
し
ば
、
こ
の
よ
う
な
命
令
が
出
さ
れ
る
の
は
、
投
錨
、
抜
錨

の
時
、
あ
る
い
は
、
繋
索
の
時
、
船
渠
へ
の
出
入
り
、
展
帆
、
あ
る
い
は
、
船
上
で

整
理
整
頓
が
行
な
わ
れ
る
時
で
あ
る
。
同
様
に
、«аврал»

は
、
船
の
総
員
で
行
う

作
業
を
も
意
味
し
て
い
る
。

ロ
シ
ア
海
軍
で
し
ば
し
ば
使
わ
れ
て
い
る
語
に«полундра»

と
い
う
の
が
あ
る

が
、
こ
れ
は
、
明
ら
か
に
、
英
語
の«fall under»

か
ら
来
て
い
る
。
ロ
シ
ア
語
に

翻
訳
す
る
と
、
文
字
通
り«падай вниз»

（「
落
ち
る
ぞ
ッ
」）
と
な
る
。
本
来
は
「
上

か
ら
物
が
落
ち
る
ぞ
、
気
を
つ
け
ろ
」
の
意
味
だ
が
、
現
在
は
警
報
を
意
味
す
る
。

帆
船
時
代
、
そ
の
よ
う
に
命
令
さ
れ
、
マ
ス
ト
や
帆
桁
か
ら
こ
の
言
葉
が
投
げ
か
け

ら
れ
た
。
マ
ス
ト
や
帆
桁
に
は
操
帆
作
業
を
し
て
い
る
船
員
が
い
た
か
ら
で
あ
る
。

今
日
に
至
る
ま
で
、
ロ
シ
ア
海
軍
で
は
、
そ
し
て
、
も
ち
ろ
ん
陸
軍
に
お
い
て
も
、

上
官
か
ら
の
命
令
に
対
し
て
答
え
る
、
あ
る
短
い
言
葉
の
伝
統
が
続
い
て
い
る
。
そ

れ
は
、«есть! »

と
い
う
言
葉
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
疑
い
な
く
明
ら
か
に
、
イ
ギ
リ

ス
海
軍
が
、
同
様
の
場
合
に
答
え
る
習
慣
、«yes! »

か
ら
き
て
い
る
。
通
常
の
ロ
シ

ア
語
の
肯
定
語
は«да! »

で
あ
る
。

«камбуз»

は
船
の
食
事
室
を
指
す
が
、
初
め
は
、
船
首
に
あ
る
煉
瓦
あ
る
い
は
、

鋳
鉄
の
厨
炉
を
指
し
た
。«камбуз»

と
い
う
言
葉
自
体
は
、
オ
ラ
ン
ダ
語
起
源
を

持
ち
、（
オ
ラ
ン
ダ
語
の«kom

buis»

か
ら
）、
文
字
通
り
、
船
の
食
事
室
を
さ
す
。

«банка»

（bank,�

甕
、
壺
、
瓶
、
暗
礁
、
洲
、
堆
）
と
い
う
言
葉
は
、
海
軍
で
は
、

入
れ
物
と
は
関
係
が
な
い
。
現
代
の
海
軍
用
語
で
は
、
海
底
の
盛
り
上
が
り
を
指
す

と
同
時
に
、
船
の
漕
座
も
意
味
す
る
。
さ
ら
に
は
、
二
つ
の
意
味
が
あ
り
、
帆
船
の

舷
の
砲
の
間
の
場
所
と
、
艦
の
病
室
の
寝
板
を
指
す
。насы

пь

（m
ound,�

em
bankm

ent,�

堤
、
堆
）、отмель

（sandbank,�

暗
礁
、
洲
、
堆
）、скамья

（bench,�

ベ
ン
チ
、
腰
掛
）
を
意
味
す
る
英
語
のbank

に
由
来
す
る
。

海
軍
文
書
や
海
軍
文
献
で
し
ば
し
ば
お
目
に
か
か
る«клотик»

（
マ
ス
ト
の
先

端
の
索
を
通
す
と
こ
ろ
の
こ
と
）
と
い
う
言
葉
も
広
く
知
ら
れ
て
い
る
。«клотик»

は
、
マ
ス
ト
上
部
先
端
の
太
い
補
強
部
分
で
、
球
体
を
押
し
つ
ぶ
し
た
形
に
似
て
お
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り
、
帆
船
時
代
に
存
在
し
、
マ
ス
ト
の
木
質
を
腐
敗
か
ら
守
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
。

オ
ラ
ン
ダ
語
の«kloot»

の
翻
訳
語
で
、«ш

ар»

（
球
、
目
）
と
か
、«набалдаш

ник»

「
杖
の
頭
」
を
意
味
す
る
。

し
ば
し
ば
、
海
軍
専
門
用
語
は
、
そ
れ
を
知
ら
な
い
人
を
途
方
に
暮
れ
さ
せ
る
。

例
え
ば
、
海
軍
で
は
、
誰
で
も
知
っ
て
い
る
に
違
い
な
い
言
葉
、«беседка»

（
吊

腰
掛
、
足
場
）
を
ご
存
知
だ
ろ
う
か
。
何
か
の
修
理
、
あ
る
い
は
、
塗
装
作
業
を
す

る
た
め
に
、
マ
ス
ト
を
登
っ
た
り
、
船
の
舷
外
側
を
降
り
る
時
に
使
わ
れ
る
装
置
の

こ
と
で
あ
る
。

海
軍
で
は
了
解
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
般
に
は
必
ず
し
も
い
つ
も
理

解
さ
れ
る
と
は
限
ら
な
い
言
葉
に«вы

стрел»
（
船
架
、
支
架
）
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
、

銃
の
使
用
に
は
全
く
関
係
な
く
【«вы

стрел»
は
一
般
的
に
「
射
撃
」、「
射
撃
音
」、

「
射
程
」
を
意
味
す
る
】、
木
製
、
あ
る
い
は
、
金
属
製
の
ビ
ー
ム
、
梁
の
こ
と
で
、

特
殊
な
継
手
蝶
番
で
船
舷
に
固
定
す
る
も
の
で
あ
る
。
投
錨
す
る
時
は
、
小
型
船
や

ラ
ン
チ
が
繋
留
さ
れ
、
抜
錨
す
る
時
は
、
こ
の
装
置
は
上
げ
て
し
ま
う
。

«утка»

（
舷
側
の
仮
繋
索
）【cleat,� cavil,� kevel,�

耳
形
の
索
留
め
】
は
水
鳥
と
は

全
く
関
係
が
な
く
【
雁
・
鴨
科
の
総
称
を
も
意
味
す
る
】、
突
起
の
二
本
あ
る
小
さ

な
板
で
、
船
の
綱
、
ロ
ー
プ
類
（
つ
ま
り
細
い
繋
索
）
を
繋
ぐ
た
め
に
あ
る
。
索
具

は
八
本
縒
り
索
で«утка»

に
繋
が
れ
、
摩
擦
の
力
で
、
繋
止
す
る
。

は
っ
き
り
し
な
い
と
い
う
こ
と
で
は
、
他
に
負
け
な
い
の
が
、
恐
ら
く
、«бить 

склянки»

（「«склянка»«склянки»

を
打
つ
」
の
意
）
と
い
う
表
現
で
あ
ろ
う
。

こ
の
言
い
方
は
、
そ
の
起
源
を
船
上
で
時
刻
を
計
る
の
に
ガ
ラ
ス
製
砂
時
計
が
使
わ

れ
た
時
代
に
遡
る
。
そ
の
砂
時
計
を
ロ
シ
ア
海
軍
で
は«склянки»

【«склянка»

は
半
時
間
ご
と
の
時
鐘
、
点
鐘
。
半
時
間
。
複
数
に
な
っ
た«склянки»

は
砂
時
計
】

と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
砂
時
計
に
合
わ
せ
、
当
直
は
、
一
定
時
間
ご
と
に
決
ま
っ

た
回
数
だ
け
船
時
鐘
を
打
ち
、
ま
さ
に
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
当
直
終
了
ま
で
、
ど
れ

だ
け
残
っ
て
い
る
か
、
を
示
す
の
で
あ
る
。
ガ
ラ
ス
の
時
計
は
、
と
う
に
金
属
製
に

取
っ
て
代
わ
ら
れ
た
が
、
時
鐘
を«склянки»

に
よ
り
打
ち
、
そ
れ
を«бить 

склянки»

と
呼
ぶ
習
慣
は
、
そ
の
ま
ま
残
っ
た
の
で
あ
る
。

二
〇
〇
年
も
の
間
、
ネ
ヴ
ァ
河
河
口
か
ら
コ
ト
リ
ン
島
ま
で
の
水
域
を
船
員
た
ち

は
、«М

аркизовая луж
а»

（「
侯
爵
の
水
溜
り
」
の
意
）
と
呼
ん
で
き
た
。
こ
の
表

現
は
し
ば
し
ば
文
学
に
見
ら
れ
る
が
、
時
に
文
書
館
文
書
に
も
見
ら
れ
る
。
そ
の
歴

史
は
、
ロ
シ
ア
海
軍
の
指
揮
を
侯
爵
デ
・
ト
ラ
ヴ
ェ
ル
セ
提
督
が
し
て
い
た
時
期
に

ま
で
遡
る
。

同
提
督
は
も
と
も
と
フ
ラ
ン
ス
人
で
あ
る
。
ト
ラ
ヴ
ェ
ル
セ
は
、
一
八
〇
九
年
か

ら
一
八
二
八
年
ま
で
、
最
初
は
海
軍
省
長
官
、
後
に
、
海
軍
大
臣
を
務
め
た
。
ロ
シ

ア
海
軍
の
た
め
に
、
ト
ラ
ヴ
ェ
ル
セ
は
少
な
か
ら
ぬ
貢
献
を
す
る
が
、
こ
の
時
期
こ

そ
が
、
ま
さ
に
、
ロ
シ
ア
船
員
た
ち
が
、
遠
洋
航
海
や
世
界
周
航
を
何
度
も
し
た
時

期
で
あ
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
く
、
そ
の
中
に
は
、
南
極
発
見
も
含
ま
れ
て
い

る
。
し
か
し
、
侯
爵
に
好
意
を
持
た
な
い
者
は
、
侯
爵
が
、
自
己
の
主
た
る
目
的
を

正
規
の
海
軍
を
保
つ
こ
と
と
考
え
、
そ
れ
故
、
コ
ト
リ
ン
島
よ
り
先
に
は
船
を
出
す

こ
と
を
許
さ
な
い
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
た
。
そ
の
よ
う
な
わ
け
で
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

湾
の
こ
の
部
分
は«М

аркизовая луж
а»

と
呼
ば
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
ひ
と
つ
、
海
軍
関
係
史
料
に
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
特
質
は
、
何
人
か
の
将

校
の
姓
の
後
に
付
く
、
数
字
の
Ⅰ
、
Ⅱ
、
Ⅲ
…
で
あ
る
。（
例
え
ば
、
ペ
ト
ロ
フ
二
世
、

と
か
、
イ
ワ
ノ
フ
四
世
、
と
か
）。
こ
の
幼
長
を
示
す
数
字
は
、
初
期
の
段
階
で
は
、

上
級
将
校
の
地
位
が
、
ひ
と
つ
の
家
系
、
ひ
と
つ
の
出
自
に
、
独
占
さ
れ
て
い
る
こ

と
を
意
味
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
同
姓
間
、
あ
る
い
は
、
親
族
間
で
、
最
初
に
士
官

位
を
授
与
さ
れ
た
者
以
降
の
順
序
を
示
す
た
め
の
番
号
で
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
運
用
の
仕
方
は
、
特
に
、
当
該
士
官
た
ち
が
同
じ
艦
船
、
あ
る
い
は
、

同
じ
艦
隊
で
の
勤
務
を
経
た
よ
う
な
場
合
、
混
乱
の
可
能
性
を
排
除
す
る
こ
と
が
で

き
た
。
ソ
連
時
代
、
そ
の
よ
う
な
数
字
は
廃
止
さ
れ
た
。

海
軍
用
語
の
内
、
特
異
で
あ
り
な
が
ら
、
な
お
か
つ
、
広
く
一
般
的
に
用
い
ら
れ
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る
も
の
に
、
海
軍
の
隠
語
が
あ
る
。
こ
の
語
の
出
現
は
、
極
め
て
特
殊
で
あ
り
、
興

味
深
い
が
、
そ
れ
故
に
こ
そ
、
隠
語
は
、
海
軍
文
書
館
文
書
に
は
あ
ま
り
登
場
せ
ず
、

今
回
は
言
及
し
な
い
。
さ
ら
に
ま
た
、
こ
の
テ
ー
マ
は
、
実
質
的
に
、
尽
き
る
こ
と

が
な
い
の
だ
か
ら
、
な
お
さ
ら
で
あ
る
。

ロ
シ
ア
国
立
海
軍
文
書
館
に
文
書
史
料
に
、
も
っ
と
も
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
海
軍

用
語
に
つ
い
て
、
以
下
に
添
付
で
報
告
す
る
。

�

（
翻
訳
：
有
泉
和
子
）

海
軍
文
書
館
文
書
に
最
も
よ
く
見
ら
れ
る
海
軍
専
門
用
語
（
抜
粋
（
（
（

（

●А
дм

иралтейств-коллегия

（D
epartm

ent� of� the� N
avy

（
米
）,� the� A

dm
iralty

（
英
）、
海
軍
省

）
（
（

）

ロ
シ
ア
海
軍
関
係
諸
機
関
の
最
高
官
庁
。
一
七
一
八
年
ピ
ョ
ー
ト
ル
一
世
に
よ
り

創
設
。
そ
の
機
能
は
変
遷
し
て
い
る
が
、
主
と
し
て
、
軍
艦
建
造
、
武
装
艤
装
、
港

湾
、
運
河
の
建
設
、
海
軍
士
官
の
養
成
等
を
行
う
。
一
八
〇
二
年
に
はМ

орское 

министерство

に
改
組
。Адмиралтейств-коллегия

と
並
ん
で
、Адмиралтейский 

департамент

（
一
八
〇
五
─
一
八
二
七
）
も
存
在
、
後
者
は
、
主
と
し
て
、
官
房

総
庁
の
役
割
を
果
た
す
。
一
八
二
七
年
、А

дмиралтейств-совет

に
改
組
、
一
九

一
七
年
ま
で
続
く
。

●А
дм

иралтейств-совет

А
дмиралтейств-коллегия

参
照
。

●А
дм

иралтейство

（A
dm

iralty,�

海
軍
省
の
建
物
、
海
軍
工
廠
）

軍
艦
建
造
の
中
心
拠
点
。
一
七
世
紀
末
か
ら
一
九
世
紀
、
ロ
シ
ア
で
は
、
ボ
ロ
ネ

ジ
（
一
六
九
五
─
一
七
一
一
）、
サ
ン
ク
ト
・
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
、
セ
ヴ
ァ
ス
ト
ー
ポ
リ
、

ニ
コ
ラ
エ
フ
、
ク
ロ
ン
シ
ュ
タ
ッ
ト
に
あ
っ
た
。
通
常
、
港
湾
、
出
港
に
便
利
な
河

岸
に
あ
る
。
例
え
ば
、
主
た
る
も
の
で
あ
る
、
サ
ン
ク
ト
・
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
の
総
海

軍
工
廠
は
、
ネ
ヴ
ァ
河
の
左
岸
に
あ
つ
た
。
一
七
〇
四
─
一
八
四
四
年
、
同
所
で
建

艦
が
行
わ
れ
、
つ
い
で
、
海
軍
統
轄
諸
機
関
が
配
置
さ
れ
た
。

●А
дм

иралтейский департам
ент

А
дмиралтейств-коллегия

参
照
。

●А
нш

еф
-ком

андую
щ

ий 

Главнокомандую
щ

ий

と
同
じ
。
ピ
ョ
ー
ト
ル
大
帝
時
代
の
陸
軍
最
高
司
令
官
。

●А
рсенал

（A
rsenal,� A

rm
ory,� A

rm
� Factry,�

造
兵
廠
）

軍
事
官
庁
の
ひ
と
つ
。
武
器
弾
薬
の
保
管
、
修
理
、
組
立
、
会
計
、
検
査
、
登
録
、

部
隊
へ
の
補
給
の
任
を
帯
び
る
。

●Боканцы

（или ш
лю

п-балки

）

船
舷
か
ら
外
に
張
り
出
し
た
ビ
ー
ム
、
角
材
で
、
ボ
ー
ト
の
吊
架
。

［
ボ
ー
ト
を
吊
る
す
鋼
材
、
船
尾
の
滑
車
付
角
材

）
4
（

］

［
舷
外
浮
材
、
ア
ウ
ト
リ
ガ
ー
（
カ
ヌ
ー
の
安
定
用
浮
材
）、
救
命
ボ
ー
ト
を
吊

る
す
舷
外
張
り
出
し
材）

（
（

］

●Бом
 

бом-брам-стеньга
（royal�

m
ast,�

ロ
イ
ヤ
ル
マ
ス
ト
、
最
上
檣
）
に
付
属
す
る

帆
（парус

）、
索
具
、
ロ
ー
プ
類
（
前
二
者
と
もснасти

）、
ロ
ー
プ
等
索
類
、
滑
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車
（
テ
ー
ク
ル
）（
前
二
者
と
もтакелаж

）、
す
べ
て
の
名
前
に
付
く
語
。

●Бом
-брам

-стеньга

（royal� m
ast,�

ロ
イ
ヤ
ル
マ
ス
ト
、
最
上
檣
）

брам-стеньга
（topgallant� m

ast, 

ト
ゲ
ル
ン
マ
ス
ト
、
上
檣
）
に
継
ぐ
マ
ス
ト
。

【
マ
ス
ト
の
内
、
下
か
ら
四
番
目
。
マ
ス
ト
の
内
、
最
上
部
で
あ
る
こ
と
が
多

い
。】

●Брам
брам-стеньга

（topgallant�
m

ast,�
ト
ゲ
ル
ン
マ
ス
ト
、
上
檣
）
に
付
属
す
る
帆

（парус

）、
索
具
、
ロ
ー
プ
類
（снасти

）、
ロ
ー
プ
等
索
類
、
滑
車
（
テ
ー
ク
ル
）（
前

二
者
と
もтакелаж

）、
す
べ
て
の
名
前
に
付
く
語
。

●Брам
-стеньга

（topgallant� m
ast,�

ト
ゲ
ル
ン
マ
ス
ト
、
上
檣
）

стеньга

（topm
ast,�

ト
ッ
プ
マ
ス
ト
、
中
檣
）
に
継
ぐ
マ
ス
ト
。

【
マ
ス
ト
の
下
か
ら
三
番
目
の
部
分
】

●В
ахта

（W
atch,�

当
直
）

一
、
船
上
で
当
直
任
務
に
当
た
る
者
。（
通
常
三
〇
分
ご
と
、
あ
る
い
は
、
二
〇

分
ご
と
）。
軍
艦
で
は
、
六
交
代
制
の
当
直
が
あ
る
。（
午
前
零
時
か
ら
午
前
四

時
、
午
前
四
時
か
ら
午
前
八
時
、
等
々
）。
当
直
将
校
が
受
け
持
つ
。【
普
通
の

船
で
も
四
時
間
交
代
制
が
原
則
】

二
、
当
直
時
間
。

●В
ахтенны

е 

当
直
水
兵
。

●В
ахтенны

й

（ш
канечны

й

）ж
урнал

（log� book,�

航
海
日
誌
）

艦
船
の
航
海
日
誌
。
艦
船
上
の
出
来
事
、
乗
艦
員
の
生
活
、
す
べ
て
を
記
す
と
と

も
に
、
航
海
の
様
子
（
航
路
、
風
向
、
風
力
、
速
度
、
針
路
、
ロ
ー
リ
ン
グ
、
水
温
、

天
候
、
海
上
の
様
子
、
上
空
の
様
子
、
ス
ク
リ
ュ
ー
の
回
転
、
流
程
、
航
差
、
帆
の

状
態
、
他
）
も
記
す
。

●Гвардейский экипаж

（the� Im
perial� G

uard� crew,�

近
衛
海
兵
団
）

ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
一
世
に
よ
り
創
設
、
時
期
は
一
八
一
二
年
の
ナ
ポ
レ
オ
ン
戦
争

の
頃
。
ピ
ョ
ー
ト
ル
大
帝
の«царские гребцы

»

「
皇
帝
の
漕
手
た
ち
」、
宮
廷
の

«гребецкие и яхтенны
е команды

»

「
漕
手
ヨ
ッ
ト
隊
」
に
そ
の
起
源
を
持
ち
、

代
々
皇
帝
と
そ
の
親
族
の
航
海
時
の
護
衛
に
あ
た
る
。
一
九
一
七
年
三
月
ま
で
存

続
。

●Гидрограф
ическое управление

（H
ydrographic� division,� H

ydrographic� A
gency,� H

ydrography� departm
ent,�

水
路
局
）

科
学
官
庁
の
ひ
と
つ
。
一
八
二
七
年
設
置
、Морское министерство

（
海
軍
省
）

の
管
轄
下
。
一
八
八
五
年
ま
で
の
名
称
はУправление генерал-гидрографа

。
水

路
、
気
象
事
項
を
扱
う
。
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●Гитовы
 

（buntline,�

収
帆
索
、
バ
ン
ト
ラ
イ
ン
）

帆
を
上
に
揚
げ
る
た
め
、
帆
の
下
端
を
引
く
索
具
。
こ
のгитовы

に
よ
り
帆
を

上
げ
る
こ
と
をВ

зять на гитовы

と
い
う
。

【
横
帆
の
裾
に
取
り
付
け
た
ロ
ー
プ
で
、
こ
れ
を
引
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
帆
の
裾

を
吊
り
上
げ
、
帆
を
縮
帆
、
あ
る
い
は
、
畳
帆
す
る
】

●Грот

（
一
）
船
の
二
番
目
の
マ
ス
ト
【
つ
ま
りm

ainm
ast,�

メ
イ
ン
マ
ス
ト
】。

（
二
）
メ
イ
ン
マ
ス
ト
の
一
番
下
の
帆
。

●Грот-руслен

船
体
の
舷
外
部
に
甲
板
の
高
さ
に
合
わ
せ
て
設
け
ら
れ
た
張
り
板
。
メ
イ
ン
マ
ス

ト
に
対
し
て
い
る
。

【руслень

と
は
、
静
索
の
斜
度
を
拡
大
す
る
た
め
舷
側
に
固
定
し
て
い
る
突
出

部
）
（
（

】
●«Грот и ф

ок —
 на гитовы

»

（「
フ
ォ
ア
、
メ
イ
ン
、
絞
れ
」
の
意
）

フ
ォ
ア
マ
ス
ト
、
メ
イ
ン
マ
ス
ト
の
帆
を
畳
帆
す
る
、
あ
る
い
は
、
帆
の
面
積
を

縮
め
る
時
の
掛
け
声
。

●Д
о м

еста

（「
場
所
ま
で
、To� the� place

」
の
意
。
掲
揚
）

帆
、
あ
る
い
は
、
旗
を
揚
げ
る
際
、
し
か
る
べ
き
所
ま
で
揚
げ
る
こ
と
を
意
味
す

る
省
略
語
。

●Д
рейф

 

（drift,� driftage,� leew
ay,�

風
落
、
流
落
、
流
程
）

【（
一
）】
風
、
潮
流
に
よ
り
、
船
が
本
来
の
進
路
か
ら
ず
れ
る
こ
と
。

【（
二
）
帆
走
を
や
め
て
、
一
箇
所
に
停
船
浮
遊
状
態
に
入
る
こ
と
】

●Д
рейф

овать

（
動
詞
）

（To� drift,�

流
程
さ
せ
る
、
浮
遊
さ
せ
る
）

【（
一
）】
風
あ
る
い
は
潮
流
の
動
き
に
艦
船
を
任
せ
る
こ
と
。

【（
二
）】「
浮
遊
」
に
入
っ
た
場
合
は
、
艦
船
が
前
進
運
動
を
し
な
い
よ
う
に
帆

を
設
定
す
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
帆
を
、
そ
の
一
部
は
風
を
受
け
て
艦
船
が
前
に
進

む
よ
う
に
、
一
部
は
後
に
進
む
よ
う
に
配
置
し
、
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
事
実
上
艦
船

は
ほ
と
ん
ど
そ
の
場
に
留
ま
っ
た
ま
ま
と
な
る
。【
海
上
で
船
を
「
停
船
状
態
」
に

す
る
た
め
に
は
、
風
お
よ
び
、
潮
流
の
力
に
逆
ら
う
こ
と
が
必
要
と
な
る
】

●И
м

ператорская яхта 

（The� Im
perial� yacht,�

帝
室
ヨ
ッ
ト
）

一
七
世
紀
後
半
、
海
軍
高
官
用
にадмиралтейские яхты

（the�
adm

iralty�
yachts

）（
提
督
用
ヨ
ッ
ト
）
が
造
ら
れ
る
が
、
同
時
期
、
政
府
高
官
、
皇
族
の
パ
レ
ー

ド
用
も
造
ら
れ
る
。

●К
илевание 

点
検
、
修
理
を
目
的
と
し
、
船
を
傾
け
る
こ
と
。
水
上
に
キ
ー
ル
を
出
す
ま
で
傾

け
た
こ
と
に
由
来
す
る
。
同
義
語
にкренгование

が
あ
る
が
、
こ
れ
は
傾
け
る
が
、

キ
ー
ル
は
水
上
に
出
さ
な
い
。
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●К
ом

м
ерц-коллегия

（the� D
epartm

ent� of� C
om

m
erce

（
米
）,� the� B

oard� of� Trade

（
英
）,�

商
務
省
）

省
庁
の
ひ
と
つ
、
一
七
一
五
年
設
置
。
初
期
は
、
通
商
、
特
に
対
外
貿
易
、
海
運
、

商
務
諸
事
項
の
対
処
を
扱
う
。

●К
рю

йс

бизань-мачта

（m
izzenm

ast,�
ミ
ズ
ン
マ
ス
ト
）
に
付
属
す
る
帆
（парус

）、
索

具
、
ロ
ー
プ
類
（снасти

）、
ロ
ー
プ
等
索
類
、
滑
車
（
テ
ー
ク
ル
）（
前
二
者
と
も

такелаж

）、
す
べ
て
の
名
前
に
付
く
語
。

●М
арс

мачта

（
帆
）
参
照
。

【top� board,�

ト
ッ
プ
台
。
甲
板
か
ら
マ
ス
ト
を
登
っ
て
（
実
際
に
は
縄
梯
子
で

あ
る
シ
ュ
ラ
ウ
ド
を
登
る
）、
最
初
に
あ
る
踊
り
場
。
一
番
下
の
マ
ス
ト
を
ロ
ワ
マ

ス
ト
と
言
い
、
下
か
ら
二
番
目
の
マ
ス
ト
を
ト
ッ
プ
マ
ス
ト
と
言
う
が
、
ロ
ワ
マ
ス

ト
と
ト
ッ
プ
マ
ス
ト
の
間
に
あ
る
の
が
、
こ
の
踊
り
場
。С

алинг
（
ゲ
ル
ン
台
）

参
照
】

●М
арса 

М
арсель

（top-sail,�

ト
ッ
プ
ス
ル
）
に
付
属
す
る
も
の
す
べ
て
に
付
く
語
。

●М
арса-ф

ал 

М
арсель

（top-sail,�

ト
ッ
プ
ス
ル
）
を
補
強
す
るснасть

（
道
具
、
索
具
、
ロ
ー

プ
類
）。

●М
арсель

（top-sail,�

ト
ッ
プ
ス
ル
、
中
檣
帆
）

下
か
ら
二
番
目
の
帆
、марса-реи

（tops'l�
yard,�

ト
ッ
プ
ス
ル
ヤ
ー
ド
）、

ниж
ний реи

（low
er� yard,�

ロ
ワ
ー
ヤ
ー
ド
）
の
間
に
付
け
る
【
つ
ま
り
ト
ッ
プ
マ

ス
ト
に
付
け
ら
れ
る
】。
ど
の
マ
ス
ト
に
つ
け
ら
れ
て
い
る
か
に
よ
り
、
名
称
が
分

か
れ
、фор-марсель

（fore-top-sail,�

フ
ォ
ア
・
ト
ッ
プ
ス
ル
）、грот-марсель

（m
ain-top-sail,�

メ
イ
ン
・
ト
ッ
プ
ス
ル
）
の
如
く
用
い
る
。

●М
арсовой

М
арс

（
檣
楼
、
ト
ッ
プ
台
）
マ
ル
ス
で
働
く
水
兵
。

●М
ачта

（M
ast,�

マ
ス
ト
）

基
本
的
に
、
帆
船
に
は
、
三
本
の
マ
ス
ト
が
あ
る
。
一
番
前
がфок-мачта

（forem
ast,�

フ
ォ
ア
マ
ス
ト
、
前
檣
）、
真
ん
中
で
一
番
高
い
の
がгрот-мачта

（m
ainm

ast,�

メ
イ
ン
マ
ス
ト
、
中
檣
）、
後
ろ
がбизань-мачта

（m
izzenm

ast,�

ミ

ズ
ン
マ
ス
ト
、
後
檣
）。【
最
高
六
本
ま
で
。
四
本
の
も
の
が
多
く
、
前
か
ら

forem
ast,� m

ainm
ast,� m

izzenm
ast,� jiggerm

ast

（
ジ
ガ
ー
マ
ス
ト
）】

二
本
あ
る
い
は
、
三
本
を
繋
ぎстеньгa

（topm
ast,�

ト
ッ
プ
マ
ス
ト
、
中
檣
）、

брам-стеньгa

（topgallant� m
ast,�

ト
ゲ
ル
ン
マ
ス
ト
、
上
檣
）
が
あ
る
。【
大
型
帆

船
の
多
い
も
の
は
、
四
本
の
マ
ス
ト
を
順
に
繋
ぎ
、
下
か
ら
順
に
、
最
下
部
を

low
er� m

ast,�

ロ
ワ
マ
ス
ト
、
下
檣
、
二
番
目
をtopm

ast,�

ト
ッ
プ
マ
ス
ト
、
中
檣
、

三
番
目
をtopgallant� m

ast,�

ト
ゲ
ル
ン
マ
ス
ト
、
上
檣
、
一
番
上
をroyal� m

ast,�

ロ

イ
ヤ
ル
マ
ス
ト
、
最
上
檣
と
い
う
】
各
マ
ス
ト
の
継
ぎ
目
部
分
に
は
、
小
さ
な
踊
り

場
が
あ
る
。
下
か
ら�

м арс

次
がсалинг

と
い
う
。【
日
本
語
で
は
檣
楼
、
檣
頭
横

材
だ
が
、
普
通
あ
ま
り
そ
う
は
言
わ
な
い
。
普
通
は
、
前
者марс

は
「
ト
ッ
プ
台
」、
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後
者салинг

は
「
ゲ
ル
ン
台
」
と
い
う
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
現
在
、
帆
船
、
あ
る

い
は
、
船
舶
関
係
の
名
称
で
、「
難
し
い
」
漢
字
名
称
を
使
う
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な

く
、
英
語
の
ま
ま
の
片
仮
名
名
称
を
使
う
。
以
下
「
帆
」
の
項
目
も
同
様
。】

●М
окрая провизия

（W
et� provisions,�「

濡
れ
た
食
料
」）

帝
政
ロ
シ
ア
海
軍
に
お
い
て
、
酒
、
酢
、
油
脂
、
魚
、
肉
等
を
指
す
。

●М
орской агент

（naval� attaché� to� an� em
bassy

（a� legation

）、
在
外
公
館
付
海
軍
武
官
）

現
在
のвоенно-морской� атташ

е

【naval� attaché

】

●М
орской устав 

（N
avy regulations,�

海
軍
操
典
、
海
軍
法
典
）

一
七
二
〇
年
制
定
。
ロ
シ
ア
正
規
海
軍
の
編
成
原
理
、
海
軍
構
成
員
の
訓
練
と
教

育
の
方
法
、
海
上
戦
闘
の
遂
行
方
法
を
定
め
た
規
則
集
。

●М
остик 

（bridge,�

船
橋
、
ブ
リ
ッ
ジ
）

上
甲
板
の
上
に
高
く
設
置
さ
れ
た
台
状
の
空
間
。
艦
船
の
操
縦
機
器
が
す
べ
て
そ

こ
に
集
約
さ
れ
、
艦
船
の
走
行
時
に
は
、
普
通
、
艦
船
長
が
そ
こ
に
い
る
。

●П
алуба

（deck,�

甲
板
）

船
体
の
水
平
方
向
の
覆
い
。
船
舶
全
体
を
上
か
ら
覆
う
も
の
（
上
甲
板
）、
と
、

内
部
を
何
段
か
に
区
切
り
、
生
活
空
間
、
動
力
機
関
、
装
備
品
、
機
関
等
の
配
置
場

所
を
作
る
た
め
の
も
の
。

●П
арус

（sail,�

帆
）

帆
の
種
類
に
はпрямы

е�
паруса

（square�
sail,�

横
帆
、
角
帆
）
と�

косы
е�

паруса

（for� and� aft� sail,�

縦
帆
、
三
角
帆
）
が
あ
る
。

横
帆
は
、
ヤ
ー
ド
に
取
り
付
け
ら
れ
、
帆
の
形
状
は
台
形
、
船
の
中
心
線
と
交
わ

る
形
に
配
置
さ
れ
る
。
下
の
隅
に
はснасти

（tackle,�

索
具
）
が
あ
り
、
展
帆
す
る

時
引
く
も
の
をш

коты

（sheet,�

シ
ー
ト
）、
畳
帆
す
る
時
の
も
の
をгитовы

（buntline,�

バ
ン
ト
ラ
イ
ン
、
収
帆
索
）
と
い
う
。

【
横
帆
船
の
横
帆
の
内
】、
一
番
下
の
帆
が
、【
フ
ォ
ア
マ
ス
ト
で
】фок

（fore-sail,�

フ
ォ
ア
・
ス
ル
）、【
メ
イ
ン
マ
ス
ト
で
】грот

（m
ain-sail,�

メ
イ
ン
・
ス
ル
）、
真

ん
中
がмарсель�

（top-sail,�

ト
ッ
プ
ス
ル
）、
前
か
ら
順
に
、
フ
ォ
ア
マ
ス
ト
が

фок-марсель

（fore-top-sail,�

フ
ォ
ア
・
ト
ッ
プ
ス
ル
）、
メ
イ
ン
マ
ス
ト
がгрот-

марсель

（m
ain-top-sail,�

メ
イ
ン
・
ト
ッ
プ
ス
ル
）、бизань-мачте

（m
izzen-m

ast,�

ミ
ズ
ン
・
マ
ス
ト
）
がкрю

йсель

（m
izzen-top-sail,�

ミ
ズ
ン
・
ト
ッ
プ
ス
ル
）。

そ
の
上
が� брамс ель

（topgallant-sail,�

ト
ゲ
ル
ン
ス
ル
）
で
、
前
か
ら
順
にфор-

брамсель

（fore-topgallant-sail,�

フ
ォ
ア
・
ト
ゲ
ル
ン
ス
ル
）、грот-брамсель

（m
ain-topgallant-sail,�

メ
イ
ン
・
ト
ゲ
ル
ン
ス
ル
）、крю

йс-брамсель

（m
izzen-

topgallant-sail,�

ミ
ズ
ン
・
ト
ゲ
ル
ン
ス
ル
）。
下
か
ら
四
番
目
がбом-брамсели

（royal,�

ロ
イ
ヤ
ル
、
最
上
檣
帆
）。【
従
っ
て
、
前
か
ら
順
にфор-бом-брамсель

（fore-royal,�

フ
ォ
ア
・
ロ
イ
ヤ
ル
）、грот-бом-брамсель

（m
ain-royal,�

メ
イ
ン
・

ロ
イ
ヤ
ル
）、крю

йс-бом-брамсель

（m
izzen-royal,�

ミ
ズ
ン
・
ロ
イ
ヤ
ル
）
と

な
る
】

【
よ
り
正
確
に
は
、full� rigged� ship

で
、forem

ast�

が
下
か
らforesail,� low

er-

fore-topsail, upper-fore-topsail, low
er-fore-topgallant-sail, upper-fore-topgallant-
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sail,�
fore-royal,�

fore-skysail,�
m

ainm
ast

が
下
か
らm

ainsail,�
low

er-m
ain-

topsail, upper-m
ain-topsail, low

er-m
ain-topgallant-sail, upper-m

ain-topgallant-

sail, m
ain-royal,�

m
ain-skysail, m

izzenm
ast

が
下
か
らcrossjack,�

low
er-m

izzen-

topsail, upper-m
izzen-topsail, low

er-m
izzen-topgallant-sail, upper-m

izzen-

topgallant-sail,� m
izzen-royal,� m

izzen-skysail

と
な
る
。
帆
船
の
形
で
違
う
】

一
方
、
縦
帆
は
、
船
と
平
行
、
船
の
中
心
線
に
沿
っ
た
形
で
置
か
れ
る
。

【
横
帆
船
の
持
つ
縦
帆
の
内
】
三
角
の
帆
がстаксель�

（staysail,�

ス
テ
ー
ス
ル
）

【
全
部
挙
げ
る
とm

ain-staysail,�
m

ain-topm
ast-staysail,�

m
iddle-staysail,�

m
ain-

topgallant-staysail,�
m

ain-royal-staysail,�
m

izzen-staysail,�
m

izzen-topm
ast-

staysail,� m
izzen-topgallant-staysail,� m

izzen-royal-staysail

が
あ
る
】
と� кливера

（
船
首
の
三
角
帆
）【
全
部
でflying-jib,�
フ
ラ
イ
ン
グ
・
ジ
ブ
、outer-jib,�

ア
ウ

タ
ー
・
ジ
ブ
、inner-jib,�

イ
ン
ナ
ー
・
ジ
ブ
、fore-topm

ast-staysail,�

フ
ォ
ア
・
ト
ッ

プ
マ
ス
ト
・
ス
テ
イ
ス
ル
が
あ
る
】
で
、
ス
テ
イ
と
ヤ
ー
ド
に
取
り
付
け
ら
れ
る
。

四
角
の
帆
がтриселя

（trysail,�

ト
ラ
イ
ス
ル
）
で�

、
前
か
ら
順
にфор-трисель

（fore-trysail,�

フ
ォ
ア
・
ト
ラ
イ
ス
ル
）、грот-трисель

（m
ain-trysail,�

メ
イ
ン
・

ト
ラ
イ
ス
ル
）、бизань

（m
izzen-trysail,�

ミ
ズ
ン
・
ト
ラ
イ
ス
ル
）
と
な
る
。

【
ト
ラ
イ
ス
ル
は
悪
天
候
用
の
帆
、
悪
天
時
、
取
り
扱
い
が
簡
単
で
、
帆
か
ら
風

を
抜
く
に
もtrice� up

す
る
も
の
簡
単
。
か
つ
て
、trysail-m

ast,�

ト
ラ
イ
ス
ル
・
マ

ス
ト
と
い
う
ト
ラ
イ
ス
ル
を
展
帆
す
る
た
め
にforem

ast,�

フ
ォ
ア
マ
ス
ト
や

m
ainm

ast,�

メ
イ
ン
マ
ス
ト
の
後
方
に
取
り
付
け
る
小
型
マ
ス
ト
が
あ
っ
た
】

●Рапорт 

（report,�

軍
務
報
告
書
）

公
式
の
口
頭
ま
た
は
、
書
面
に
よ
る
軍
務
報
告
。
下
位
か
ら
上
官
に
宛
て
る
も
の
。

●Ревизор

【Inspector,�

本
来
は
検
閲
官
の
意
味
で
使
う
】

�

乗
艦
将
校
の
ひ
と
つ
。
艦
船
の
経
理
部
門
の
管
理
を
す
る
。

●С
алинг 

мачта

（
帆
）
参
照
。

【gallant� board,�

ゲ
ル
ン
台
。
甲
板
か
ら
マ
ス
ト
を
登
っ
て
（
実
際
に
は
縄
梯
子

で
あ
る
シ
ュ
ラ
ウ
ド
を
登
る
）、
二
番
目
に
あ
る
踊
り
場
。
一
番
下
の
マ
ス
ト
を
ロ

ワ
マ
ス
ト
、
下
か
ら
二
番
目
の
マ
ス
ト
を
ト
ッ
プ
マ
ス
ト
、
三
番
目
の
マ
ス
ト
を
ト

ゲ
ル
ン
マ
ス
ト
と
言
う
が
、
ト
ッ
プ
マ
ス
ト
と
ト
ゲ
ル
ン
マ
ス
ト
の
間
に
あ
る
の

が
、
こ
の
踊
り
場
。М

арс

（
ト
ッ
プ
台
）
参
照
。】

●С
игнальщ

ик

（Signaller, Signaler,�

信
号
手
、
信
号
水
兵
、
合
図
当
直
水
兵
）

当
直
水
兵
の
ひ
と
つ
。
船
の
周
囲
で
起
き
て
い
る
こ
と
す
べ
て
を
監
視
し
、
合
図

（
あ
る
い
は
、
信
号
）
を
出
し
た
り
、
受
け
た
り
す
る
任
務
を
帯
び
る
。

【cf. сигнальны
й�

флаг=
signal�

flag

（
艦
船
の
信
号
旗
）、сигнальны

й�
флаж

ок=
signal� flag

（
信
号
用
手
旗
）】

●С
теньга

（topm
ast,�

ト
ッ
プ
マ
ス
ト
、
中
檣
）、

マ
ス
ト
を
継
ぐ
た
め
の
木
【
ト
ッ
プ
マ
ス
ト
、
つ
ま
り
、
下
か
ら
二
番
目
の
マ
ス

ト
の
こ
と
】。
従
っ
て
、
ど
の
マ
ス
ト
に
も
、
こ
の
言
葉
の
付
く
名
称
は
あ
る
。

фор-стеньга
（fore-� topm

ast,�

フ
ォ
ア
・
ト
ッ
プ
マ
ス
ト
）、грот-стеньга

（m
ain-

topm
ast,�

メ
イ
ン
・
ト
ッ
プ
マ
ス
ト
）、крю

йс-стеньга

（m
izzen-topm

ast,�

ミ
ズ
ン
・

ト
ッ
プ
マ
ス
ト
）
の
如
し
。Стеньга

の
上
はбрам-стеньги

（topgallant�
m

ast,�
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ト
ゲ
ル
ン
マ
ス
ト
、
上
檣
）。

【
下
檣
の
上
に
継
ぎ
足
し
た
ト
ッ
プ
マ
ス
ト
、
中
檣

）
（
（

】

【
漢
字
を
使
う
日
本
語
名
称
だ
と
、topm

ast,�

ト
ッ
プ
マ
ス
ト
もm

ainm
ast,�

メ

イ
ン
マ
ス
ト
も
両
方
と
も
「
中
檣
」
と
い
う
た
め
注
意
が
必
要
】

●Ф
ертоинг

（m
ooring,� or,� m

ooring� w
ith� stern� w

ay,�

双
錨
泊
、riding� m

oor,

（
後
進
双
錨

泊
）、running� m

oor,�（
前
進
双
錨
泊
））

二
個
の
錨
を
下
ろ
し
て
の
停
泊
。
必
要
と
す
る
位
置
に
船
を
停
泊
さ
せ
る
た
め
の

方
法
。
干
満
の
流
れ
が
激
し
い
時
、
風
向
が
変
わ
り
や
す
く
影
響
を
受
け
や
す
い
時
、

あ
る
い
は
、
隘
路
で
行
う
停
泊
方
法
。
船
が
動
き
に
く
く
な
る
。【
ま
ず
、
第
一
錨

を
下
ろ
し
、
後
進
し
て
下
が
り
（
あ
る
い
は
、
前
進
し
）、
第
二
錨
を
下
ろ
し
て
停

泊
さ
せ
る
】

●Ф
ок 

【（
一
）】forem

ast,�

フ
ォ
ア
マ
ス
ト
の
一
番
下
の
帆
。

【（
二
）】［jib

ジ
ブ）

（
（

］【
ジ
ブ
と
は
、
船
首
に
張
る
三
角
帆
の
こ
と
。head�

sail

の
一
種
。
代
表
的
な
も
の
は
、flying-jib,�

フ
ラ
イ
ン
グ
・
ジ
ブ
、outer-jib,�
ア
ウ

タ
ー
・
ジ
ブ
、inner-jib,�

イ
ン
ナ
ー
・
ジ
ブ
、fore-topm

ast-staysail,�

フ
ォ
ア
・
ト
ッ

プ
マ
ス
ト
・
ス
テ
イ
ス
ル
等
が
あ
る
が
、
船
種
に
よ
り
、
さ
ま
ざ
ま
。
他
の
帆
に
比

べ
大
き
く
は
な
い
が
、
船
首
に
あ
る
た
め
、
船
を
回
頭
さ
せ
る
時
、
真
っ
先
に
操
作

さ
せ
る
重
要
な
帆
で
あ
り
、
航
走
中
は
、
針
路
を
安
定
さ
せ
る
役
割
を
果
た
す
。
最

前
方
に
あ
る
た
め
、
こ
れ
が
は
た
め
く
様
子
が
、
操
舵
員
の
針
路
修
正
の
目
安
と
も

な
る
。
帆
（П

арус

）
の
項
目
も
参
照
】

●Ф
ока 

フ
ォ
ア
マ
ス
ト
に
付
属
す
る
も
の
の
名
称
に
付
け
る
言
葉
。
索
具
（снасть

）、

帆
（парус

）、
檣
、
帆
桁
、
防
材
等
の
丸
材
（
す
べ
てрангоут

）
の
前
に
付
け
る
。

例
え
ばфока-реи

（fore-yard,�

フ
ォ
ア
ヤ
ー
ド
）
の
如
し
。

●«Ш
абаш

!»

漕
ぐ
の
を
止
め
、
櫂
を
船
に
し
ま
う
時
の
掛
け
声
。「
漕
ぎ
方
や
め
ッ
」。

●Ш
лю

п-балки　

боканцы

参
照
。

●Ш
лю

пка

）
（
（

（boat,� launch,� w
haleboat,� etc.�

端
艇
、
小
艇
、
舟
艇
）

一
般
的
に
漕
ぐ
船
を
い
う
。
次
の
よ
う
な
タ
イ
プ
が
あ
る
。

○барка　

最
も
大
き
い
。
櫂
は
一
八
～
二
四
本
。

［（
一
）
一
六
─
二
〇
櫂
の
単
檣
大
型
帆
船
（
二
）
ラ
ン
チ
、
港
湾
内
補
助
艇
（
三
）

河
川
用
木
造
運
搬
船
］

○катер　

櫂
は
一
二
～
一
六
本
。

［
小
型
船
艇
、
ラ
ン
チ
。cf.�

пож
арны

й�
катер,�

消
防
艇
、бы

строходны
й�

катер,�

快
速
艇
、моторны

й� кате,�

モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
、строж

евой� катер,�

巡
視
船
、

торопедны
й� катер,�

魚
雷
艇
、катер� на� подоводны

й� кры
лбях,�

水
中
翼
船
］

○вельбот　

�

軽
い
快
速
の
小
型
船
艇
。
船
首
と
船
尾
が
尖
っ
て
い
る
。
櫂
は
両

側
に
五
、
六
本
ず
つ
【
つ
ま
り
、
漕
手
が
五
六
人
の
意
】。

［
帆
を
備
え
た
四
か
ら
六
人
漕
の
快
速
ボ
ー
ト
。
昔
は
捕
鯨
用
］

○гичка　

軽
く
幅
が
狭
く
長
い
舟
。
漕
手
は
四
～
六
人
。

○четверка　

櫂
四
本
で
漕
ぐ
舟
。

○двойка　

二
人
で
漕
ぐ
舟
。
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●Ш
пигат

舷
ま
た
は
甲
板
上
の
排
水
溝
。

●Ш
таб-оф

ицеры

（
完
全
に
直
訳
す
る
と
「Staff� officers,�

幕
僚
、
参
謀
」
と
な
る
）

革
命
前
の
ロ
シ
ア
陸
海
軍
で
、
佐
官
階
級
を
指
す
。полковники

【colonels,�

陸

軍
大
佐
】、подполковники
【lieutenant�

colonels,�

陸
軍
中
佐
、
海
兵
隊
中
佐
】、

капитаны� первого� и� второго� рангов

【the� captains� of� the� first� and� second�
ranks,�

海
軍
大
佐
、
海
軍
中
佐
】
を
言
う
。

●Я
корная стоянка

（м
есто

）

（road,� roadstead,�

碇
泊
地
、
錨
地
、
水
脈
）

沖
合
、
あ
る
い
は
、
港
湾
内
で
の
船
の
碇
泊
場
所
。
ひ
と
つ
あ
る
い
は
、
二
個
の

錨
を
下
ろ
す
。

【open� roadstead,�

波
浪
に
曝
さ
れ
る
沖
合
の
碇
泊
地
、good� roadstead,�

波
浪

の
影
響
を
受
け
な
い
沖
合
の
碇
泊
地
が
あ
る
。C

f.�
anchorage,�

碇
か
き
が
良
く
、

船
舶
の
碇
泊
に
適
す
る
場
所
＝anchor� ground,� A

nchorage

（
ア
ラ
ス
カ
州
南
岸
の

都
市
名
）】

●Я
корь 

（anchor,�

錨
、
碇
）

艦
船
を
碇
泊
さ
せ
る
も
の
。
時
代
に
よ
り
さ
ま
ざ
ま
な
形
状
、
名
称
が
あ
る
。

○становой� якорь　

最
も
重
く
、
長
時
間
の
碇
泊
に
用
い
ら
れ
る
主
錨
。

○верп�　

主
錨
よ
り
小
さ
い
碇
で
、
錨
地
で
方
向
転
換
を
す
る
時
、
小
碇
泊
用
。

［
通
常
船
尾
に
格
納
す
る）

（1
（

］。

○мертвы
й� якорь�

「
死
錨
」
の
意
。
水
底
に
し
っ
か
り
と
固
定
さ
れ
た
錨
。
錨
か
ら
太
い
鎖
で
繋
が

れ
た
樽
が
水
面
に
浮
ん
で
い
て
、
そ
の
樽
に
付
い
て
い
る
リ
ン
グ
に
艦
船
を
繋
ぐ
。

【
ブ
ロ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
に
よ
る
とмертвы

й� якорь

は
、
上
記
以
外
に
「
係
留
用
の

樽
。
ブ
イ
を
支
え
る
た
め
の
も
の
」、「рейд

（
錨
地
、
停
泊
地
）、гавань

（
港
）

の
設
備
」
と
あ
る
。（Н

овы
й энциклопедический словарь, «Ф

.А
.Брокгауз-И

.

А
.Э

фрон», С
П

б, 1910-1916., Э
нциклопедический словарь Ф

.А
.Брокгауза 

И
.А

.Ефрона.С
П

б.:Брокгауз-Ефрон. 1890-1907.

）】

【kedge�
anchor,�

小
錨　

中
碇
の
二
分
の
一
の
重
さ
で
、
通
常
船
尾
付
近
に
備

え
、
中
錨
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
目
的
で
使
わ
れ
る
が
、
中
錨
を
使
う
ほ
ど
で
は
な
い
時

に
用
い
る
。stream

� anchor,�

中
錨　

主
錨
の
三
分
の
一
の
重
さ
で
、
振
り
回
し
防
止
、

船
の
向
き
変
更
、
離
洲
、
離
礁
そ
の
他
の
目
的
で
使
用
す
る
。】

【sea� anchor,�

海
錨　

水
中
に
浮
遊
さ
せ
、
水
の
抵
抗
に
よ
り
、
船
首
に
対
す
る

波
風
の
影
響
を
少
な
く
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
に
、
船
首
、
あ
る
い
は
、
船
尾
よ
り
流

す
、
一
種
の
凧
。
構
造
は
、
凧
型
、
帆
布
の
袋
型
等
が
あ
る
。
円
材
、
ロ
ー
プ
、
錨

鎖
で
代
用
す
る
こ
と
も
】

軍
艦
の
型（（（
（

●Бриг

（brig,�

ブ
リ
ッ
ク
艦
）

（
英
語
のbrig,�

イ
タ
リ
ア
語
のbrigantino

の
略
称
か
ら
）

一
八
─
一
九
世
紀
の
二
本
マ
ス
ト
の
帆
船
。
二
本
の
マ
ス
ト
に
横
帆
（прямая�

паруса
）【square�

sail

】
を
付
け
る
。
上
砲
列
甲
板
（откры

тая�
орудийная�

палуба�

（дек
））【open� gun� deck

】
に
一
〇
─
二
四
門
の
大
砲
を
備
え
る
。
大
砲

が
置
か
れ
る
の
は
、
そ
の
甲
板
の
み
で
あ
る
。
偵
察
、
哨
戒
、
巡
洋
、
通
報
、
通
信

任
務
を
し
、
同
様
に
、
商
船
の
護
衛
に
用
い
る
。
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●Броненосец

（arm
oured battleship, 

装
甲
戦
艦
）

一
九
世
紀
後
半
か
ら
二
〇
世
紀
の
主
力
級
の
戦
艦
。
大
口
径
砲
の
砲
塔
と
強
力
な

装
甲
防
御
装
備
を
持
つ
。броненосец

は
海
軍
の
主
力
攻
撃
力
で
あ
る
。
今
日
、

も
っ
と
も
大
き
く
、
威
力
の
あ
る
軍
艦
で
あ
る
。
海
戦
で
、
敵
の
装
甲
艦
と
沿
岸
要

塞
へ
の
攻
撃
に
用
い
ら
れ
る
。
ロ
シ
ア
海
軍
で
は
、
艦
隊
装
甲
艦
（
艦
隊
構
成
要
員

と
し
て
外
洋
海
戦
に
参
加
）
と
沿
岸
警
備
用
装
甲
艦
（
沿
岸
作
戦
用
）
に
分
か
れ
る
。

●К
липер

（clipper, 

ク
リ
ッ
パ
ー
艦
）

（
英
語
のclipper,�

あ
る
い
は
オ
ラ
ン
ダ
語
のklipper

よ
り
。
動
詞clip

「
切
る
」

よ
り
派
生
）

一
九
世
紀
の
三
本
マ
ス
ト
の
快
速
帆
船
、
あ
る
い
は
、
快
速
ス
ク
リ
ュ
ー
機
帆
船
。

偵
察
、
哨
戒
、
巡
洋
、
通
報
任
務
を
担
う
。
上
砲
列
甲
板
（откры

тая� орудийная�
палуба�（дек

）�

）【open� gun� deck

】
に
最
大
二
四
門
の
大
砲
を
備
え
る
。

●К
орвет

（corvette, 

コ
ル
ヴ
ェ
ッ
ト
艦
）

（
フ
ラ
ン
ス
語
のcorvette

か
ら
）

一
八
─
一
九
世
紀
の
帆
船
。
三
本
マ
ス
ト
の
快
速
砲
艦
。
偵
察
、
哨
戒
、
通
報
任

務
を
負
う
ほ
か
、
種
々
の
補
助
任
務
を
帯
び
る
。
一
九
世
紀
後
半
、
コ
ル
ヴ
ェ
ッ
ト

は
、
上
砲
列
甲
板
（откры

тая� орудийная� палуба�

（дек

）�

）【open� gun� deck
】

に
一
二
─
三
二
門
の
大
砲
を
備
え
る
。
一
九
世
紀
半
ば
に
は
、
蒸
気
外
輪
コ
ル

ヴ
ェ
ッ
ト
（
蒸
気
コ
ル
ヴ
ェ
ッ
ト
）、
や
が
て
、
ス
ク
リ
ュ
ー
・
コ
ル
ヴ
ェ
ッ
ト
が

登
場
す
る
。

●К
рейсер

（cruiser, 

巡
洋
艦
、
ク
ル
ー
ザ
ー
）

（
オ
ラ
ン
ダ
語
のkruiser

よ
り
。
動
詞kruisen,�

す
な
わ
ち
「
巡
航
す
る
」
よ
り

派
生
。）

軍
艦
。
敵
の
軽
量
級
艦
隊
と
の
海
戦
、
艦
隊
、
護
衛
艦
隊
の
護
衛
、
海
軍
陸
戦
隊

の
上
陸
支
援
、
沿
岸
陸
上
部
隊
へ
の
援
護
砲
撃
、
沿
岸
の
敵
の
通
信
を
妨
害
、
水
雷

障
害
物
の
設
置
、
そ
の
他
の
任
務
を
担
う
。
ロ
シ
ア
で
は
一
八
九
二
年
か
ら
一
級
巡

洋
艦
（
装
甲
巡
洋
艦
と
防
護
巡
洋
艦
）（броненосны

е�
и�

бронепалубны
е

）�

【arm
oured�

cruisers

】【protected�
cruisers

】
と
二
級
巡
洋
艦
（
軽
巡
洋
艦
）

（легкие�
крейсера

）【light�
cruisers

】
に
分
け
ら
れ
た
。
世
界
各
国
の
中
に
は
、

大
型
水
雷
艇
（больш

ие� миноносцы

）【large� torpedo� boats

】
を
水
雷
巡
洋
艦

（минны
е� крейсеры

）【m
ine� cruisers

】
と
呼
ぶ
こ
と
が
あ
る
。

●Л
инейны

й корабль （линкор

）（line of battle ship, 

戦
列
艦
）

一
七
─
一
九
世
紀
の
帆
走
軍
艦
。
帆
船
中
、
最
も
大
型
。
三
本
マ
ス
ト
、
二
、
三

層
の
下
層
閉
鎖
砲
列
甲
板
（закры

ты
е�

артиллерийские�
палубы�

（деки

））

【closed�
gun�

deck

】
を
持
つ
。
大
砲
は
六
〇
─
一
三
五
門
備
え
る
。
初
期
に
於
い

て
は
、
海
戦
を
行
う
際
、
縦
列
艦
隊
（
戦
闘
ラ
イ
ン
）【being� located� in� the� w

ake�
colum

n�

（line� of� battle

）】
中
に
あ
り
、
そ
こ
か
ら
縦
列
の
船
【line

の
船
】
と
名

づ
け
ら
れ
、
蒸
気
艦
時
代
に
な
っ
て
も
、
そ
の
呼
び
方
は
引
き
継
が
れ
た
。
海
軍
が

蒸
気
艦
艇
時
代
に
入
る
と
、
水
上
航
行
砲
艦
と
し
て
、
大
き
さ
で
は
最
大
級
の
軍
艦

の
ひ
と
つ
と
な
り
、
基
本
級
の
軍
艦
と
な
っ
た
。
海
戦
に
於
い
て
は
、
す
べ
て
の
等

級
の
艦
艇
の
駆
逐
の
任
を
帯
び
、
沿
岸
目
標
物
へ
の
砲
撃
に
大
威
力
を
発
揮
し
た
。

ド
レ
ッ
ト
ノ
ー
ト
級
の
軍
艦
が
出
現
し
た
の
は
、
世
界
各
国
海
軍
と
も
、
日
露
戦
争

（
一
九
〇
四
─
一
九
〇
五
）
後
で
あ
り
、броненосец

（
装
甲
戦
艦
）
に
代
わ
ら
れ
た
。

ロ
シ
ア
で
戦
列
艦
級
の
名
称
が
設
け
ら
れ
た
の
は
一
九
〇
七
年
。

●М
онитор

（m
onitor, iron clad, gun boat　

モ
ニ
タ
ー
艦
）

（
英
語m

onitor,�
モ
ニ
タ
ー
よ
り
）

沿
岸
防
衛
戦
を
想
定
す
る
装
甲
砲
艦
。
沿
岸
、
あ
る
い
は
、
河
川
で
の
戦
闘
用
の
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砲
艦
。
最
初
の
ア
メ
リ
カ
装
甲
艦
「
モ
ニ
タ
ー
号
」
か
ら
名
付
け
ら
れ
る
。

●Тендер
（tender,� cutter, 

テ
ン
デ
ー
ル
艦
）

（
英
語tender
よ
り
。
動
詞tend

「
向
か
う
」、「
行
く
」
よ
り
派
生
）

一
九
世
紀
の
一
本
マ
ス
ト
の
帆
船
。
通
報
、
巡
洋
、
偵
察
任
務
を
帯
び
る
。
上
砲

列
甲
板
（откры

тая� батарейная� палуба�

（дек

））【open� gun� deck

】
に
六
─
一

二
門
の
大
砲
を
備
え
る
。

●Ф
регат

（frigate, 

フ
リ
ゲ
ー
ト
艦
）

（
オ
ラ
ン
ダ
語� fregat,�

フ
ラ
ン
ス
語� frégate,�

イ
タ
リ
ア
語� fregata

よ
り
）

三
本
マ
ス
ト
の
戦
艦
。
一
、
二
層
の
下
層
閉
鎖
砲
列
甲
板
（закры

ты
е�

батарейны
е� палубы

（деки

））【closed� gun� deck
】
を
持
ち
、
大
砲
は
、
同
甲
板

上
に
、
最
大
六
〇
門
。Л

инейны
й�

корабль

【battle�
ship

】
よ
り
速
い
。
主
た
る

任
務
は
、
通
報
、
偵
察
任
務
。
一
九
世
紀
半
ば
に
は
、
蒸
気
外
輪
艦
艇
、
後
に
、
ス

ク
リ
ュ
ー
艦
が
登
場
す
る
。
装
甲
し
て
い
る
も
の
も
あ
る
（
装
甲
フ
リ
ゲ
ー
ト
）。

帆
走
フ
リ
ゲ
ー
ト
は
ク
リ
ミ
ア
戦
争
（
一
八
五
三
─
一
八
五
六
）
で
使
用
さ
れ
る
。

●Ш
лю

п

（ship, 

シ
ッ
プ
型
帆
船
、
ス
ル
ー
プ
艦
）

（
オ
ラ
ン
ダ
語sloep

よ
り
。
オ
ラ
ン
ダ
語
動
詞sluipen

「
忍
び
寄
る
」
よ
り
派

生
）一

八
─
一
九
世
紀
の
三
本
マ
ス
ト
の
帆
船
。
軍
船
、
商
船
。
横
帆
を
持
ち
、
コ
ル

ヴ
ェ
ッ
ト
と
ブ
リ
ッ
ク
の
中
間
の
大
き
さ
。
上
砲
列
甲
板
を
持
ち
、
偵
察
、
哨
戒
、

巡
洋
、
通
報
任
務
を
帯
び
る
。

●Ш
хуна

（schooner, 

ス
ク
ー
ナ
ー
艦
）

小
型
艇
、
二
本
、
あ
る
い
は
、
三
本
マ
ス
ト
で
沿
岸
航
海
用
。

●Ш
куна　

ш
хуна

参
照
。

●Я
хта

（yacht, 

ヨ
ッ
ト
）

（
オ
ラ
ン
ダ
語jach

よ
り
。
動
詞jagen,�「
追
撃
す
る
」
よ
り
派
生
）

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
登
場
し
た
の
は
一
六
世
紀
の
末
。
基
本
的
に
は
行
楽
用
。
後
に
、

軍
用
に
用
い
ら
れ
、
偵
察
、
通
報
任
務
を
帯
び
る
。
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海軍の職階
（1（）

（19世紀半～（0世紀初）
職階名称 年代 相応陸軍職階 註記

Гардемарин（1（（0–1（（2─
Гардемарин� флота,� 1（0（–1（0（
─ корабельный�гардемарин）
　士官候補生（1（（0–1（（2年
は Гардемарин� флота と表記、
1（0（–1（0（は корабельный�
гардемарин と表記）

1（1（–1（1（�
Юнкер,� 士 官 候 補 生、
Прапорщик,� 歩 兵 少 尉 補

【Корнет,�騎兵少尉補】

士官候補生は、本質的に、
士官に昇級する前の乗艦見
習実習生。

Мичман
　海軍少尉� 1（1（–1（1（� Подпоручик,�陸軍少尉

Поручик,�陸軍中尉�

1（1（-1（（2年、1（（1-1（（（年は
下士官の地位に相当、その
他の期間は、最下位の士官
に相当。

Лейтенант
　海軍大尉� 1（01–1（1（�

1（01–1（0（年は Капитан, 陸軍
大 尉、1（0（–1（1（年 は Штабс-
капитан, 陸軍歩兵二等大尉
【Штабс-ротмистр, 陸 軍 騎 兵
二等大尉】

Старший�лейтенант
　海軍上級大尉� 1（0（–1（1（�

Капитан
　陸軍大尉
【Ротмистр, 陸軍騎兵大尉】

Капитан-лейтенант
　海軍少佐�

1（1（–1（（（，
1（0（–1（11�

Майор�
陸軍少佐

Капитан�2-го�ранга
　海軍中佐�

1（1（–1（（2，
1（（1–1（1（�

Подполковник�
　陸軍中佐

1（（2-1（（1年 は «Капитан�
корабля» と名称変更

Капитан�1-го�ранга
　海軍大佐�

1（1（–1（（2，
1（（1–1（1（�

Полковник
　陸軍大佐�

1（（2-1（（1年 は «Капитан�
корабля» と名称変更

Капитан-командор
　准将

1（0（–1（（2，
1（（1–1（2（

Бригадир
　准将

1（（4-1（（（年 は «капитанов�
г е н е р а л -м а й о р с ко г о »、�
«бригадирского� звания» と
名称変更

Контр-адмирал�海軍少将 1（（（–1（1（� Генерал-майор
　陸軍少将�

海軍将校だが、陸上勤務に
転入された者。同様に、海
軍省庁に配属され、陸上勤
務をする者。

Вице-адмирал�
　海軍中将 1（（（–1（1（� Генерал-лейтенант�

　陸軍中将

海軍将校だが、陸上勤務に
転入された者。同様に、海
軍省庁に配属され、陸上勤
務をする者。

Адмирал�
　海軍大将 1（（（–1（1（�

Генерал�рода�войск
　陸軍各兵科の大将
【歩兵、騎兵、工兵、砲兵、
それぞれ名称が違う、の意。
Генерал� от� артиллерии（砲兵
大将）、Генерал�от�инфантерии

（ 歩 兵 大 将 ）、� Генерал� от�
кавалерии（騎兵大将）】

Генерал-адмирал
　海軍元帥� 1（0（–1（0（� Генерал-фельдмаршал�

　陸軍元帥
最初は職階、後に、海軍お
よび海軍省トップの名誉職。
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�

（
翻
訳
：
有
泉
和
子
）

〔
翻
訳
者
注
〕

（
1
）��

原
語
ロ
シ
ア
語
に
対
す
る
英
語
訳
語
添
付
は
す
べ
て
翻
訳
者
。
以
下
同
様
。

（
2
）��

抜
粋
基
準
は
訳
者
に
よ
る
。
本
文
で
挙
げ
ら
れ
て
い
る
用
語
、
後
出
さ
れ
て
い
る

階
級
、
職
階
、
船
種
、
及
び
、
日
本
語
と
し
て
な
ら
、
通
常
、
だ
れ
で
も
常
識
で
知
っ

て
い
る
は
ず
の
も
の
は
、
す
べ
て
省
い
た
。

（
（
）��

英
訳
す
べ
て
翻
訳
者
。
英
訳
、
及
び
、【　

】
内
の
訳
者
補
注
は
、
主
と
し
て
浅
井

栄
資
編
『
英
和
海
事
大
辞
典
』（
成
山
堂
書
店
、
一
九
七
二
年
）、
航
海
訓
練
所
・
運

航
技
術
訓
練
会
編
『
航
海
図
鑑
』（
海
文
堂
、
一
九
七
〇
年
）、Э

нциклопедический 
словарь Ф

.А
.Брокгауза и И

.А
.Еф

рона.С
П

б.:Брокгауз-Еф
рон. 1890-1907., 

Н
овы

й энциклопедический словарь, Ф
.А

.Брокгауз-И
.А

.Э
фрон, С

П
б, 1910-

1916., Больш
ая советская энциклопедия 3-изд., С

оветская эециклопедия, М
., 

1969-1978., Русский военно-историческиий словарь, В
.Г.К

раснов и 
В

.О
.Д

айнес М
., 2002., w

w
w

.flot.com
.

に
よ
る
。
特
に
『
航
海
図
鑑
』
は
詳
細
で
、

な
お
か
つ
、
す
べ
て
に
英
語
に
よ
る
名
称
が
書
か
れ
、
極
め
て
使
い
易
い
。

（
4
）��

井
桁
貞
敏
編
『
コ
ン
サ
イ
ス
露
和
辞
典
』（
三
省
堂
、
一
九
七
一
年
）
の
記
述
。

（
（
）��

東
郷
正
延
・
染
谷
茂
・
磯
谷
孝
・
石
山
正
三
編
『
研
究
社
露
和
辞
典
』（
研
究
社
、

一
九
八
八
年
）
の
記
述
。

（
（
）��

『
研
究
社
露
和
辞
典
』
の
記
述
。

（
（
）��

『
研
究
社
露
和
辞
典
』
の
記
述
。

（
（
）��

『
研
究
社
露
和
辞
典
』
の
記
述
。

（
（
）��

以
下
、
こ
の
項
目
中
［　

］
内
の
補
注
は
す
べ
て
『
研
究
社
露
和
辞
典
』
の
記
述
。

（
10
）��

『
研
究
社
露
和
辞
典
』
の
記
述
。

（
11
）��

以
下
、
名
称
の
英
訳
は
翻
訳
者
。

（
12
）��

翻
訳
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
以
下
の
文
献
を
参
照
し
た
。
井
桁
貞
敏
編
『
コ
ン
サ

イ
ス
露
和
辞
典
』（
三
省
堂
、
一
九
七
一
年
）、
東
郷
正
延
編
『
ロ
シ
ア
・
ソ
ビ
エ
ト

ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』（
三
省
堂
、
一
九
七
八
年
）、
東
郷
正
延
・
染
谷
茂
・
磯
谷
孝
・
石

山
正
三
編
『
研
究
社
露
和
辞
典
』（
研
究
社
、
一
九
八
八
年
）、
藤
沼
貴
編
『
研
究
社

和
露
辞
典
』（
研
究
社
、
二
〇
〇
〇
年
）、Л. Е. Ш

еплёв:�
Чиновны

й�
мир�

России.�

X
V

III- начало� X
X. С

П
б,�1（（（.

©2014 Historiographical Institute(Shiryo Hensan-jo)The University of Tokyo




